
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜中学受験を終えた「中高一貫校」入学予定の皆さんへ―今後の学習について＞ 

中学受験を終えて、一息入れているご家庭も多いことと思います。 

しかし、これから入学する「中高一貫校」はほとんどが競争原理の中で生徒を伸ばす方法をとっています。

受験後、仮に春までのんびりしていようなどと思って過ごしていると、入学後のスクールライフは想像し

ていたものとは全くかけ離れたものになってしまう場合もあります。 

では、入学後に充実した学校生活を送るためにはどう準備したらよいのか？下記に具体

的な内容について日を追って記載致しましたので、参考にしてみて下さい。 

 

1月中旬以降～2月初旬・・・重点教科「算数」・「国語」の総復習（特に小 5、小 6内容） 

① 算数の総復習 

苦手項目について小学校の教科書や、受験のために使った問題集、「四谷大塚クラス」で学んだ人は

そのテキストを開いて見直してみるようにしましょう。また、勉強していた時間違えた問題は当然

ですが、時間がかかったり、つまずいた箇所についてももう一度解いてみることが大切です。 

② 国語では漢字の復習 

       各学年の最終にあたる３学期を迎えました。学校で進める教科内容については、授業の中でしっか

りと学習、その上で教科書の巻末、四谷大塚テキストであれば「漢字の学習」ページから「読み仮

名」を見てまず漢字が書けるか、「漢字」を見て読み仮名が書けるだろうかと、算数で言う「計算

練習」のように問題形式で書いてみましょう。また意味が分からない熟語や、文法事項など小学校

の内容は中学に進んですぐに必要な知識です。この期間に時間を決めて毎日コツコツやってみまし

ょう。 

2月初旬～新学年・新入学 ・・・数学・国語は先取り学習 

①  数学・・・代数・幾何（図形）分野の先取学習です。 目標は前期中間考査で範囲になりそう

なところまで。まずは代数で計算ミスをしないようにすることが重要です。定期考査ではこの
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＜裏面に続く＞ 

 

新年を迎え新たな気持ちで学校への通学を開始したことでしょう。 

さて、中学受験組の小学生にとって、1 月は入試の本番です。札幌市内の中学受験の結果発表は

高校受験や大学受験に比べるととにかく早く、最も早いところでは受験当日夜、遅くとも 3 日以内

に発表され、更に現在ではほぼ全ての学校で web 発表となっていますので、すぐに合否がわかりま

す。当校でも既に「合格」を手にした皆さんもいます。このようにそれまで取り組んだ受験勉強の

成果が 1 月上旬の１週間内に一部の学校を除いて出揃います。保護者の皆様は勿論のこと、それま

で頑張ってきた生徒の皆さんの喜びはひとしおのことと思います。 

公立中学進学に際しても常に念頭に置いて頂きたいのは学習内容です。今できることを確実に行

っていくといった姿勢が普段の生活に培うことができれば学習への移行はスムーズなはずです。 

当クラズユニックでは今後共、お子さまの日常的学習姿勢の定着に、力を注いで参ります。 
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計算ミスでの失点で順位を大きく下げてしまう生徒もいます。数学は算数のように答えがあっ

ていればよいというのではなくプロセスが重要ですから、途中の計算を省きすぎるのは良くあ

りません。自身でしっかり見直しのできるように丁寧に計算過程を書き残すことが重要です。 

②  国語・・・中学校の教科書を先取り学習。 

        まず教科書の音読をお勧め致します。読みながら内容が頭に入っていくというプロセスを通して

文章の面白さや、興味関心にもつながることと思います。併せて文章中に出てきた不明な漢字、語

句を調べておくのも良い勉強法です。 

③  英語・・・教科書を手にしたらまず全部に目を通してみる。 

 ほとんどの生徒が小学校での会話や英検などの学習を通して、発音（耳）で記憶していたことがら

が、ルール（文法）に基づいて書いたり読んだりする学習になります。また新教科書では高校内容

の文法知識などが中学校へ移行するなど知識量は増えます。まずは「品詞」を意識した学習をして

いきましょう。また、単語のスペルも思い込みで間違えたままになる場合もあります。答え合わせ

は細心の注意で、また塾などで他の人に見てもらうことも躊躇してはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生校：001-0037 札幌市北区北 37 条西 3 丁目 3-15📞011-716-7162 

円山校：064-0820 札幌市中央区大通西 23 丁目 1-1 📞011-613-7755 

 

１月、２月の予定の詳細は QR コードからホームページでご覧下さい。 

 ＜学年進級に向けて―今後の学習＞ 

――――今回は「算数」について―――――  

積み上げ式学習です。どこかの分野（例：繰り上げ、繰り下げのある計算や分数の概念等）がなん

となくわからないままですすんでしまうと、当然次の学年でとても苦労します。「何となくわかった」

で進まないよう当校でも勿論見ていきますが、ご家庭でも練習しておくと良いと思います。 

各学年の到達ポイント 

2年生：かけ算は完ぺきにしましょう。 

各段を暗唱できるようになったら、逆からいってみたり、カードを利用するなどしてバラバ

ラに言ってみましょう。特に 7の段が注意です。 

3年生：四則の筆算がきれいに書けるか確認しましょう。 

縦のラインをきれいにそろえることができないと、桁が増えた時に苦労します。桁の意識を

しっかり持ちましょう。 

4年生：小数点の扱いが四則でぶれなくできるように、しっかり考えましょう。 

できれば単なる暗記ではなく、なぜそのような操作が必要なのか、考えて計算してみると興

味がわきますよ。 

5 年生：倍数と約数、単位量当たりの大きさ、速さ、百分率など、中学へ続く概念を学習する大事

な内容です。学習としては大変な個所ですが、苦手を作らないようにしましょう。 

6年生：分数の四則計算を練習しましょう。 

足し算と引き算の通分をたくさん練習してみましょう。また分数の割り算は、割る数をな

ぜひっくり返して、割られる数との掛け算にするのかを考えてみて下さい。 


